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　厳しい暑さが戻ってきた8月6日、「第5回B-net子ども夏祭り」が中央台公園を会
場に開かれ、子どもたちや家族連れでにぎわいました。
　B-netの子どもたちや順大生が地域の方々と力を合わせてつくり上げたこの祭り
は、模擬店やゲーム、ビンゴ大会や盆踊りなど催しものが盛りだくさん。訪れた多く
の皆さんを楽しませました。また、会場には「流しそーめん」のコーナーもあり、初め
て体験した子どもたちは、新たな夏の思い出ができたようです。　　　　　　　　
　　

動物愛護週間、下水道の日、就学時健康診断、高齢者福祉サービス、
臨時職員募集、国民年金保険料の納付は口座振替で、国民年金基金、
参加募集他

町の防災対策、防災の日、耐震改修促進計画、住宅リフォーム補助金
申請、環境家計簿で節電、緑の募金、秋の全国交通安全運動、移動交
番、県議会議員補欠選挙結果

◆発行・編集／酒々井町経営企画課　〒285－8510　千葉県印旛郡酒々井町中央台４－11　☎043（496）1171　◆毎月１回１日発行

人口と世帯数８月１日現在（前月比）　 人口21,270人（＋10）　男10,727人（＋6）　女10,543人（＋4）　世帯数9,047世帯（＋13）
　　　　　　　　　　　　　　　　  外国人登録人口271人　男120人　女151人　世帯数87世帯

夏の思い出のひとつに夏の思い出のひとつに
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今
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

　
幸
い
に
し
て
酒
々
井
町
で
は
大

き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
町
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
自
然
災
害
な
ど
に
対

し
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
「
地
域
防
災
計
画
」
は
、

平
成
11
年
に
修
正
し
た
も
の
で
、

近
年
の
災
害
傾
向
や
東
日
本
大
震

災
を
踏
ま
え
た
防
災
に
関
す
る
新

法
や
法
改
正
、
国
お
よ
び
県
計
画

の
改
正
等
を
踏
ま
え
、
想
定
被
害

な
ど
を
検
討
し
、
町
の
実
情
に
合

っ
た
現
実
的
で
実
践
的
な
計
画
に

な
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
２
か
年

か
け
て
見
直
し
ま
す
。

　
３
月
11
日
に
は
国
内
観
測
史
上

最
大
の
大
地
震
が
発
生
し
、
近
年

で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は
じ

め
大
規
模
な
地
震
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
建
築
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
者
が

大
半
を
占
め
、
そ
の
倒
壊
し
た
建

築
物
が
救
援
活
動
な
ど
の
妨
げ
と

な
り
、
被
害
拡
大
の
原
因
と
な
り

ま
し
た
。

　
町
で
は
、
全
国
ど
こ
で
も
起
こ

り
う
る
直
下
の
地
震
で
震
度
６
強

を
想
定
し
た
「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
、
５
月
の
回
覧

で
配
付
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
策
定
し
た
「
耐

震
改
修
促
進
計
画
」
に
よ
っ
て
既

存
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
を
計
画
的
に
促
進
し
、
平
成
27

年
度
の
耐
震
化
率
の
目
標
を
90
パ

ー
セ
ン
ト
と
し
て
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　【
耐
震
化
促
進
の
支
援
】

　
建
築
物
の
耐
震
化
に
は
、
所
得

税
の
控
除
の
ほ
か
、
工
事
費
用
の

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
制
度
と
し
て
平
成

24
年
度
か
ら
戸
建
て
住
宅
の
耐
震

診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
に
関
す
る

補
助
制
度
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
現
在
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
町
で
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
に

対
す
る
防
災
体
制
を
定
め
た
「
地

域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
災
害

用
備
蓄
資
機
材
の
整
備
や
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
の
災
害
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
家
庭
で
の
防
災
に
対
す

る
心
構
え
と
、
日
頃
か
ら
の
備
え

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を

機
会
に
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
避
難

場
所
の
確
認
や
非
常
持
出
品
を
準

備
す
る
と
と
も
に
、
不
安
定
な
家

具
、
危
険
な
も
の
が
な
い
か
な

ど
、
も
う
一
度
自
分
の
家
の
内
外

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ま
ず
我
が
身
の
安
全
を

▽
素
早
く
火
の
始
末

▽
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保

▽
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火

▽
慌
て
ず
に
避
難

▽
非
常
持
出
品
以
外
は
持
た
な
い

▽
避
難
は
徒
歩
で

▽
壁
や
塀
に
近
付
か
な
い

▽
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

▽
避
難
場
所
で
情
報
収
集

　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
て
行
動
を
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
自
分
も
地
震
で
「
け
が

を
す
る
か
も
し
れ
な
い
」「
避
難

所
に
行
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
考
え
て
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
近
所
の
方
と
助
け
合
い
、
普
段

の
生
活
の
場
や
地
域
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　
特
に
、
地
域
に
は
、
高
齢
者
や

小
さ
な
子
ど
も
、
身
体
の
不
自
由

な
方
、
外
国
人
な
ど
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。
自
身

の
安
全
を
守
り
つ
つ
、
こ
う
し
た

方
の
力
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

制
度
で
も
耐
震
改
修
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
課

に
耐
震
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
詳

し
く
は
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
平
成
21
年
度
に
酒
々
井
小
学
校

体
育
館
を
建
て
替
え
、
各
小
中
学

校
の
耐
震
化
工
事
も
完
了
し
、
昨

年
度
に
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
は

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
ま

し
た
。

　
町
有
建
築
物
に
つ
い
て
も
順

次
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
進

め
、
今
年
度
に
は
、
中
央
保
育
園

（
酒
々
井
）
で
屋
根
の
軽
量
化
と

壁
面
の
増
設
を
、
同
和
対
策
集
会

所
（
上
本
佐
倉
）
で
壁
や
柱
な
ど

の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
台
公
園
を
平
成
25

年
度
ま
で
に
医
療
や
物
資
輸
送
の

た
め
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
災
害
物
資

の
一
時
保
管
場
所
、
応
急
救
護
活

動
を
行
う
テ
ン
ト
や
非
常
用
ト
イ

レ
な
ど
防
災
設
備
を
備
え
た
基
点

避
難
場
所
と
し
て
再
整
備
を
行
い

ま
す
。

2

町
の
防
災
対
策
…
災
害
へ
の
備
え

耐
震
改
修
促
進
計
画

町
の
地
域
防
災
計
画

町
の
耐
震
化
事
業
な
ど

地
震
の
心
得

﹁
自
助
﹂
の
す
す
め

﹁
共
助
﹂
の
す
す
め

9月1日は「防災の日」
8月30日～9月5日「防災週間」

日
頃
か
ら
の

備
え
が

大
切
で
す



　
町
指
定
避
難
場
所
は
、
左
記
の

と
お
り
11
か
所
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
避
難
す
る
際
は
、
車
で

の
避
難
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

い
。

　
地
震
が
起
き
た
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

す
べ
て
の
ガ
ス
器
具
の
火
を
消

し
て
元
栓
も
閉
め
ま
し
ょ
う
。

▽�

ガ
ス
臭
い
と
き
や
ガ
ス
漏
れ
警

報
器
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は
、

　�

ま
ず
、
窓
や
戸
を
大
き
く
開
け

て
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

と
き
、
換
気
扇
や
照
明
な
ど
の

電
気
製
品
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
火
花
が
漏
れ
た
ガ
ス
に
引

火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽�

揺
れ
が
大
き
い
と
き
は
、
揺
れ

が
収
ま
っ
た
後
で
家
の
外
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
バ
ル
ブ
を
閉
め
ま

し
ょ
う
。

▽�
容
器
が
倒
れ
た
り
し
て
い
な
い

か
、
鎖
で
し
っ
か
り
と
固
定
さ

れ
て
い
る
か
確
か
め
ま
し
ょ

う
。

　
電
車
を
利
用
し
た
国
際
テ
ロ
対

策
訓
練
が
８
月
１
日
、
町
内
に
あ

る
京
成
電
鉄
㈱
宗
吾
車
両
基
地
で

佐
倉
警
察
署
、
京
成
電
鉄
㈱
、
佐

倉
市
八
街
市
酒
々
井
町
消
防
組

合
、
佐
倉
市
、
酒
々
井
町
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
車
内
で
科
学
薬
剤
な

ど
の
毒
物
が
ま
か
れ
、
乗
客
数
人

が
倒
れ
て
い
る
と
の
想
定
で
、
傷

病
者
救
護
訓
練
、
不
審
物
撤
去
、

搬
送
訓
練
等
が
実
践
さ
な
が
ら
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
５
・
２
１
６

負傷者を運び出す消防隊員
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町 指 定 避 難 場 所
N

プリミエール酒々井

酒々井町役場

酒々井小学校

昭和公園

酒々井コミュニティプラザ

中央台公共用地
大室台小学校

酒々井中学校

酒々井総合公園

東京学館高等学校

中央公民館

1
2
3

7

8

9

4

6

11

10

5

京
成
電
鉄 Ｊ

Ｒ
成
田
線

国道51号

東
関
東
自
動
車
道

高崎川

酒々井PA

県
道
富
里
酒
々
井
線県道

成東酒々井線

JR総武本線

国道2
96号

京成酒々井駅京成酒々井駅

JR酒々井駅JR酒々井駅

施　設　名

酒々井町役場

中央公民館

プリミエール酒々井

中央台公共用地

酒々井小学校

東京学館高等学校

大室台小学校

酒々井中学校

酒々井コミュニティプラザ

酒々井総合公園

昭和公園

住　　所

中央台4－11

中央台4－10－1

中央台3－4－1

中央台3－4

酒々井203

伊篠21

尾上2－2

尾上141－10

墨1,549－1

墨44

東酒々井6－6－6

電　話

（496）1171

（496）5321

（496）8681

  ̶̶̶̶̶

（496）1041

（496）3881

（496）5281

（496）1040

（496）4461

（496）7220

  ̶̶̶̶̶

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

避
難
場
所
の
確
認

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
適
切
な
対
応

国
際
テ
ロ
対
策
訓
練

出典：LP ガス安全委員会



①　住宅
　・戸建住宅、共同住宅等の全ての住宅
②�　特定建築物（下記の建築物のうち、法で定める規
模以上の建築物）
　・�１号建築物：多数の者が利用する建築物であり、
地震発生時に利用者の安全を確保する必要が高い
建築物

　・�２号建築物：危険物を取り扱う建築物であり、倒
壊した場合多大な被害につながる恐れがある建築
物

　・�３号建築物：倒壊した場合、緊急輸送道路や避難
路等を閉塞し多数の者の円滑な避難を妨げるおそ
れがある建築物

③　公共建築物
　・庁舎や学校など町所有の建築物

【
計
画
策
定
の
背
景
】

　
３
月
11
日
、
東
北
沖
で
国
内
観

測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
と
い
う
大
地
震
が
発
生

し
、
東
北
・
関
東
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
過
去
に
お
い
て
は
、
平
成
７
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
平
成
16

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
17

年
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
平
成

19
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
な

ど
、
こ
れ
ま
で
地
震
の
発
生
が
想

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
も
、

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
物
の

倒
壊
に
よ
る
死
者
が
大
半
を
占
め

た
こ
と
か
ら
、「
建
築
物
の
耐
震

改
修
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以

下
耐
震
改
修
法
と
い
う
。）
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
規
模
な
地
震
が
相

次
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
平
成
17
年

に
耐
震
改
修
法
が
さ
ら
に
改
修
促

進
に
向
け
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、
建
築

物
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
図
る
た

め
、
平
成
23
年
３
月
に
「
酒
々
井

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

【
計
画
の
目
的
】　

　
本
計
画
で
は
、
昭
和
56
年
以
前

（
旧
耐
震
基
準
）
に
建
築
さ
れ
た

〈
表
１
〉
の
建
築
物
の
耐
震
化
を

図
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

【
計
画
に
お
け
る
耐
震
化
】

　
建
築
物
の
耐
震
化
と
は
、
現
行

の
建
築
基
準
法
の
耐
震
基
準
（
新

耐
震
基
準
）
と
同
等
の
構
造
、
強

度
と
な
る
よ
う
に
改
修
等
を
行
う

も
の
で
す
。

　
新
耐
震
基
準
に
よ
る
建
築
物
と

は
、
震
度
４
か
ら
５
弱
の
地
震
で

は
損
傷
が
な
く
、
震
度
６
か
ら
７

で
の
地
震
で
損
傷
し
て
も
崩
壊
し

な
い
よ
う
な
性
能
を
有
し
て
い
る

建
築
物
を
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
課
で
は
、
昭

和
56
年
以
前
に
建

築
さ
れ
た
、
木
造

戸
建
て
住
宅
の
耐

震
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
耐
震
相
談
に
つ
き
ま
し

て
は
、
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
次
回
は
町
の
耐
震
化
の
現
状
と

目
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く

り
課
計
画
整
備
班
☎

１
５
４

　
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制

度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
の
向
上
や
町
内
産
業
の
活
性
化

な
ど
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
が
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場

合
に
町
が
そ
の
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
制
度
で

す
。

対
象
工
事
　
次
の
①
か
ら
③
の
す

べ
て
の
条
件
を
満
た
す
工
事

①�

金
額
が
20
万
円
以
上
で
、
こ
れ

か
ら
着
手
す
る
工
事

※
申
し
込
み
前
に
着
工
し
て
い
る

工
事
ま
た
は
完
了
し
て
い
る
工
事

は
補
助
金
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②�

町
内
に
本
社
・
本
店
の
あ
る
法

人
や
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
主

が
施
工
す
る
工
事

③�

町
で
実
施
し
て
い
る
他
の
制
度

で
住
宅
改
修
等
の
補
助
や
給
付

を
受
け
て
い
な
い
工
事

補
助
金
額
　
工
事
費
の
10
パ
ー
セ

ン
ト
（
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
、

限
度
額
10
万
円
）

　
雨
水
抑
制
施
設
を
設
置
す
る
場

合
は
２
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

受
付
期
限
　
10
月
31
日
㈪

※
既
に
多
く
の
お
申
し
込
み
、
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
申
請
の
受
付
期
限
が
迫
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
活
用
を
お
考
え
の

方
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
計
画
整
備

班
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
３
・
１
５
４

4

昭和56年以前に建築
された次の建築物

〈表１〉対象建築物

酒
々
井
町
耐
震
改
修
促
進
計
画

酒
々
井
町
耐
震
改
修
促
進
計
画

酒
々
井
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
その１

住宅リフォーム補助金
の申請はお早めに！
住宅リフォーム補助金
の申請はお早めに！
住宅リフォーム補助金
の申請はお早めに！



　
環
境
家
計
簿
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
日
常
で
使
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
と
、
そ

れ
に
よ
り
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
が
わ
か
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
電
気
の
使
用
量
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
昨
年
と
比
べ
て
増
え
す
ぎ
て
い

　
な
い
か
。

・
先
月
と
比
べ
る
と
ど
う
だ
っ
た

　
の
か
。

　
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家

庭
で
ど
れ
く
ら
い
の
二
酸
化
炭
素

が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
意
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
電
気
の
使
用
量
を
月
ご

　「緑の募金による森林整備等
の推進に関する法律」に基づき
実施しました緑の募金運動に、
今年度は237,632円が寄せられ
ました。
　緑の募金は、環境緑化やみど
りの保全等に有効活用しつつ、
一部については、東日本大震災
による被災地への支援策とし
て、「震災被災地域の森林整備・
緑化支援等復興事業」に役立て
られます。　
問い合わせ　産業課農政振興班
☎ １４２

と
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
節
約
の

意
識
も
高
ま
り
、
家
計
に
や
さ
し

い
節
電
対
策
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
環
境
家
計
簿
に
、
電
気
の
使
用

量
と
ご
み
の
排
出
量
を
１
年
間
記

録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
電
気
は
毎

月
の
検
針
票
を
見
て
数
値
を
記
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
は
毎
回
、
袋
の
重
さ
を
量

っ
て
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ガ
ス
・
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、

他
に
も
記
録
し
た
い
項
目
が
あ
れ

ば
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
環
境
家
計
簿
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
な
お
、
様
式
は
生
活
環
境
課
、

中
央
公
民
館
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル

酒
々
井
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
深
刻
な
地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
化
石

燃
料
の
使
用
を
控
え
る
な
ど
の
省

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

☎

３
４
３

　
９
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
効
果
的
な
節
電
方
法
や

節
電
行
動
計
画
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
節
電
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

節
電
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０
（
０

６
４
）
４
４
３
（
受
付
時
間
９
時

～
17
時
　
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

エ
ネ
を
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
省
エ
ネ
行
動
は

小
さ
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
全

世
帯
で
実
行
す
れ
ば
大
き
な
効
果

が
得
ら
れ
ま
す
。

　
役
場
で
も
自
ら
を
一
つ
の
事
業

所
と
し
て
、
率
先
し
て
温
暖
化
防

止
に
取
り
組
む
べ
く
、
町
の
す
べ

て
の
機
関
に
お
け
る
事
務
・
事
業

を
対
象
と
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、
平
成
20
年
度
比

（
基
準
年
）
で
、
平
成
26
年
度
ま

で
の
５
か
年
で
、
役
場
か
ら
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
、
６
・
19
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環
境
家
計
簿
を
つ
け
て
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
！

環
境
家
計
簿
を
つ
け
て
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
！

環
境
家
計
簿
を
つ
け
て
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
！

節
電
対
策
に
も
な
り
ま
す

節
電
対
策
に
も
な
り
ま
す

省エネは
環境にも
お財布にも
やさしいのね

“緑の募金”にご協力
ありがとうございました

引き続き
節電を心掛
けましょう

広告

室内の温度は
28℃を目安に！

一
人
ひ
と
り
の
省
エ
ネ
行
動

が
支
え
る
大
き
な
効
果

環
境
家
計
簿
の
つ
け
方
（
使
い
方
）

酒
々
井
町
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
を
策
定



　
秋
口
に
な
る
と
日
没
時
間
の
急

激
な
早
ま
り
と
と
も
に
、
例
年
夕

暮
れ
時
や
夜
間
に
は
、
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
。

　
ま
た
、
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
非
着

用
死
者
数
が
増
加
に
転
じ
た
こ

と
、
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
飲

酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故

が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
こ

　各種届出の受理や周辺の警戒、巡
回パトロール等を行い、地域の実情
に沿った情報発信や犯罪抑止活動を
行います。
日　時
・９月７日㈬　10時～12時
・９月14日㈬　14時～16時
・９月21日㈬　14時～16時
・９月28日㈬　10時～12時
会　場　駅前交流センター（JR酒々
井駅東口広場）
※事情により開設できない場合もあ
ります。�
問い合わせ　佐倉警察署移動交番係
☎（４８４）０１１０

と
な
ど
か
ら
、
次
の
３
点
を
重
点

目
標
と
し
て
「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

①�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車
前

照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

②�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
５

　
千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

（
印
旛
郡
選
挙
区
）
が
７
月
24
日

に
行
わ
れ
、
当
町
で
の
投
票
率
は

28
・
71
パ
ー
セ
ン
ト
（
前
回
無
投

票
、
前
々
回
39
・
90
パ
ー
セ
ン
ト
）

で
し
た
。

　
な
お
、
候
補
者
別
の
得
票
数
は

以
下
の
と
お
り
、
投
票
区
別
の
当

日
有
権
者
数
、
投
票
者
数
、
投
票

率
は
〈
表
１
〉
の
と
お
り
で
す
。

　※
印
旛
郡
選
挙
区
全
体
の
得
票
数

の
多
い
順
（
敬
称
略
）

　
岩
井
　
泰
憲
　
５
，
６
６
９
票

（
う
ち
当
町
分
　
１
，
４
１
５
票
）

　
酒
瀬
川
健
一
　
５
，
４
８
１
票

（
う
ち
当
町
分
　
３
，
３
５
６
票
）

　
前
林
　
昭
男
　
　
　
２
６
６
票

（
う
ち
当
町
分
　
　
　
１
４
０
票
）

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
３

当

6

みんなで守ろう
交通ルール ９

月
21
日
～
30
日

『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』

平
成
23
年
７
月
24
日
執
行

千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

（
印
旛
郡
選
挙
区
）
結
果

候
補
者
別
得
票
数

９月の
移動交番

後ろのシートベルトOK

〈表１〉県議会議員補欠選挙結果表

投票区 地区名
当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率

男 女 計 男 女 計 男 女 計

第１投票区 酒々井 764 712 1,476 279 301 580 36.52 42.28 39.30

第２投票区
中川、上岩橋、柏木、下岩橋、
伊篠、伊篠新田、篠山新田、
今倉新田

1,727 1,625 3,352 433 412 845 25.07 25.35 25.21

第３投票区 墨、尾上、飯積 290 293 583 117 89 206 40.34 30.38 35.33

第４投票区
東酒々井１～３丁目、
ふじき野１～３丁目、

2,067 2,013 4,080 533 537 1,070 25.79 26.68 26.23

第５投票区 下台、中央台１～４丁目 1,481 1,622 3,103 445 432 877 30.05 26.63 28.26

第６投票区 東酒々井４～６丁目 1,189 1,199 2,388 394 385 779 33.14 32.11 32.62

第７投票区
上本佐倉、本佐倉、
上本佐倉１丁目

947 978 1,925 238 256 494 25.13 26.18 25.66

第８投票区 馬橋 294 265 559 87 76 163 29.59 28.68 29.16

合　　計 8,759 8,707 17,466 2,526 2,488 5,014 28.84 28.57 28.71



　
動
物
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、

家
族
が
１
人
増
え
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
飼
い
主
は
責
任
を
持
っ
て

最
後
ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
野
良
犬
や
野
良
猫
に
む

や
み
に
エ
サ
を
与
え
る
の
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
飼
い
犬
・
飼
い
猫

と
し
て
飼
う
か
、
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
助
成

　
捨
て
犬
・
捨
て
猫
な
ど
不
幸
な

犬
・
猫
を
な
く
す
た
め
、
動
物
愛

護
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
普
及
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
週
間
期
間
内
に
申
し
込
み

を
す
る
と
、
不
妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
う
ち
５
，
０
０
０
円
が
助
成

さ
れ
ま
す
。（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

　
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
㈳
千

葉
県
獣
医
師
会
会
員
の
動
物
病
院

に
相
談
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
㈳
千

葉
県
獣
医
師
会
☎
（
２
３
２
）
６

９
８
０
、
㈶
千
葉
県
動
物
保
護
管

理
協
会
☎
（
２
１
４
）
７
８
１
４

　
皆
さ
ん
が
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど

で
使
用
し
て
汚
れ
た
水
は
、
下
水

管
を
通
っ
て
千
葉
市
の
花
見
川
終

末
処
理
場
へ
運
ば
れ
、
そ
こ
で
微

生
物
の
力
に
よ
っ
て
き
れ
い
な
水

に
処
理
さ
れ
、
東
京
湾
へ
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
水
道
の
使
い
方
を

誤
る
と
管
が
つ
ま
っ
た
り
破
損
し

た
り
、
ま
た
処
理
場
で
汚
水
を
処

理
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
施
設
の
機
能
の
維
持
や
環
境
を

守
る
た
め
に
も
日
頃
の
使
い
方
を

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
台
所
の
ゴ
ミ
は
流
さ
な
い

②
水
洗
ト
イ
レ
に
は
溶
け
る
紙
を

③
洗
剤
は
無
リ
ン
洗
剤
を
使
用

④�

オ
イ
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
は
爆
発
の

危
険
が
あ
る
の
で
流
さ
な
い

⑤�

マ
ン
ホ
ー
ル
や
マ
ス
に
ゴ
ミ
や

土
砂
を
捨
て
な
い

⑥�

下
水
道
管
や
マ
ス
の
近
く
に
木

を
植
え
な
い

　
使
用
し
た
井
戸
水
を
、
町
公
共

下
水
道
に
排
水
し
て
い
る
方
で
、

井
戸
に
メ
ー
タ
ー
器
を
設
置
し
て

い
な
い
方
は
、
お
住
ま
い
の
方
の

人
数
に
よ
り
汚
水
量
を
認
定
し
使

用
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

《
汚
水
量
の
認
定
方
法
》

①�

井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
世
帯
員
１
人
に
つ
き

１
か
月
８
㎥
を
汚
水
量
と
認
定

し
ま
す
。

②�

上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て

い
る
場
合
は
、
上
水
道
の
使
用

水
量
に
世
帯
員
１
人
に
つ
き
１

か
月
４
㎥
を
加
算
し
た
も
の
を

汚
水
量
と
認
定
し
ま
す
。

　
人
数
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
工
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

　来年（平成24年）４月に小学校へ入

学する子どもを対象に健康診断を実施

します。

　対象のご家庭には、通知書を発送す

る予定です。9月12日㈪までに届かな

い方や内容に誤りのある方は、学校教

育課までご連絡ください。

対　象　��平成17年４月２日～平成18年

　　　　４月１日生まれの子ども

〔酒々井小学校区〕

期　日　10月４日㈫

受　付　12時30分～12時45分

会　場　酒々井小学校

〔大室台小学校区〕

期　日　10月７日㈮

受　付　12時30分～12時45分

会　場　大室台小学校

問い合わせ　学校教育課☎ ３１２

就学時の健康診断

9月10日は
下水道の日

広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

広告

お問い合わせ　ポピー成田支部　0120-20-6533

核酸、コラーゲン、ヒアルロン酸、コンドロイチン、
ビタミン類（Ｃ、Ｂ1、Ｂ2、Ｂ6、Ｂ12）、亜鉛などを
含んだ栄養補助ドリンクです。

水溶性核酸ドリンク

核酸 は遺伝子を作る材料です。DNA
RNA

H23.  9.  1 7

９
月
20
日
～
26
日

『
動
物
愛
護
週
間
』

下
水
道

生
き
も
の
す
べ
て

い
の
ち
の
わ

井
戸
水
を
下
水
道
に

排
水
し
て
い
る
方
へ

飼い始めたら
最後まで



ご利用ください　高齢者福祉サービス
　町と社会福祉協議会では、高齢者の方々が安心して生活が送れるように下表のと
おり福祉サービスを実施しています。詳しい内容は、健康福祉課福祉班☎ １３３、
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５へお問い合わせください。

酒々井町地域包括支援センター　高齢者の介護・心配事など気軽にご相談ください
　高齢者の総合的な相談支援、権利擁護事業の他、介護予防のケアプラン作成等を行います。セン
ターの運営は、町から社会福祉法人鼎に委託して各種事業を実施しています。センターは社会福祉
協議会と同じ建物の中に設置されています。何か心配事等がありましたら、気軽にご相談ください。
問い合わせ　地域包括支援センター☎（４８１）６３９３　　所在　中央台１－28－８

事　　業　　名 対　　象　　者 事　業　内　容

町

紙おむつの支給

在宅でオムツを使用している要
介護１～５認定者（概ね65歳以
上）で、住民税非課税世帯の
方や身体障害者手帳および療
育手帳の交付を受けている方

月30枚の紙おむつまたは月120枚の尿取パットを宅配します。

緊急通報装置の貸
与

65歳以上の一人暮らしの方

ペンダント型発信機と受信センターに通報するための専用電話機
を貸出し、緊急時に本人から受信センターに通報して適切な処置
をとります。
※協力員２人が必要となります。

２市１町ＳＯＳ
ネットワーク

認知症高齢者など

行政、警察、消防、地域の住民団体が協力し、行方不明者の情
報をファックスにより伝達するファックスネットワークおよび防災
行政無線等を利用し、行方不明者の早期発見と保護に努めます。

ポケットやバッグに常時装着しておくことで行方不明となった場合
にＧＰＳ（人工衛星を利用した位置測定システム）により位置確
認のできる装置の利用初期費用を助成します。

はり、きゅう、マッ
サージ等施術利用
助成

65歳以上の方
はり、きゅう、あん摩、マッサージまたは指圧の施術を利用する
方に、施術に要した費用のうち１回当たり1,000円を助成します。
１人当たり月に２枚の利用券を支給します。

成年後見人制度利
用支援事業

成年後見制度を利用する生活
保護者や成年後見人等に対す
る報酬金額を支払うことによ
り、生計を維持することが困難
になると認められる方

成年後見人等の報酬に対する助成額は、在宅者については、月
額28,000円、施設に入所している方については、月額18,000円を
上限とし、町長が決定した額を助成します。

社
会
福
祉
協
議
会

給食サービス 70歳以上の一人暮らしの方
「菜のはな会」の皆さんが原則として月３回（第１・３・４木曜日）
手作りの昼食を配達します。

生活援助用具貸出
介護保険制度の対象とならな
い方

ベッド、歩行器、車いす、サイドテーブル、ポータブルトイレ、エ
アマットを貸し出します。期間は６か月までです。介護保険制度
が優先されます。在庫に限りがありますので事前にお問い合わせ
ください。

生活援助用具購入
助成

介護用品を購入した方
ベッド、歩行器、車いすなどの介護用品を購入した場合、購入
金額の３分の２以内で５万円を限度として助成します。年度内、
１世帯につき１回までです。

ワンコインサービス 高齢者等

日常生活の「ちょっとした困りごと」を、地域の登録ボランティア
が代わりに行う、有償のボランティアサービスです。利用料金の
目安として、15分程度の軽作業は100円、30分程度の軽作業は
500円です。

日常生活自立支援
事業

在宅で日常生活を送るうえで、
お金の管理が不安になってき
た方や公共料金等の支払いが
困難になってきた方

お金の管理や支払いを代行する有償の福祉サービスです。

8



　口座振替にすれば保険料を確実に納付できる

ほか、ご家族分の納付も１つの口座でまとめて引

き落とすことができます。

　引き落とし方法は次の４つの中から選べます。

①毎月納付（翌月末引き落とし）

②�１年度分の前納（４月～翌年３月分を４月末引

き落とし）

③�６か月分の前納（４月～９月分を４月末引き落と

し、10月～翌年３月分を10月末引き落とし）

④�早割（納付期限より１か月早く引き落とし）があ

ります。

【前納・早割には、お得な割引制度があります】

　１年分の口座振替で前納の場合3,780円、６か

月分を前納の場合は1,020円（年間2,040円）、早

割は月 5々0円（年間600円）お得になります。

※割引額は平成23年度分の保険料で計算した金

額です。

お申し込みは、

・基礎年金番号がわかるもの（年金手帳や納付書）

・引き落としをする口座の預金通帳

・金融機関届出印

をお持ちになって、金融機関・郵便局または年金

事務所にお申し込みください。

問い合わせ　ねんきんダイヤル

☎０５７０（０５）１１６５

　国民年金基金は、将来に安定した年金が受け

られるよう、任意で加入する公的な年金制度で

す。

年金の種類　「終身年金」と「確定年金」があり、

掛金に応じてそれぞれ老齢年金と遺族一時金が

支給されます。

掛　金　選択した給付の型・加入口数・加入時

の年齢・性別により決まります。

　また、納めた掛金は、全額が社会保険料控除

となり、所得税や住民税が軽減されます。

加入できる方　国民年金保険料を納めている20

歳以上60歳未満の「国民年金第１号被保険者」

の方です。

申し込み・問い合わせ　千葉県国民年金基金

☎０１２０（６５）４１９２

　
主
に
受
付
業
務
に
従
事
で
き
る

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

条
　
　
件
　
町
内
在
住
の
方
で
18

歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）
65
歳
未

満
の
方

勤
務
期
間
　
10
月
１
日
㈯
〜

　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

勤
務
日
時
　

①
・
火
曜
日
〜
日
曜
日
（
昼
間
）

　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
・
火
曜
日
〜
土
曜
日
（
夜
間
）

　
　
17
時
15
分
〜
21
時
15
分

　
・
日
曜
日
（
昼
間
）

　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
①
、
②
共
に
週
２
〜
３
日
程
度

募
集
人
数
　
①
、
②
共
に
若
干
名

賃
　
　
金
　
昼
間
時
給
８
０
０
円

　
　
　
　
　
夜
間
時
給
８
５
０
円

（
交
通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

申
込
方
法
　
９
月
11
日
㈰
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　
館
内
の
清
掃
業
務
に
従
事
で
き

る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間
　
10
月
１
日
㈯
〜

　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

勤
務
日
時
　
水
・
木
・
金
曜
日
の

８
時
〜
12
時

募
集
人
数
　
１
人

賃
　
　
金
　
時
給
８
５
０
円
（
交

通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

申
込
方
法
　
９
月
12
日
㈪
ま
で
に

酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
へ

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
☎
（
４
９
６
）
４
４

６
１

条
　
　
件
　
町
内
在
住
の
求
職
中

の
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
公

益
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

勤
務
期
間
　
10
月
１
日
㈯
〜

　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

勤
務
日
時
　
９
時
〜
18
時
（
月
20

日
程
度
、土
・
日
・
祝
日
の
勤
務
有
）

業
務
内
容
　
施
設
管
理
（
勤
務
記

録
）・
パ
ソ
コ
ン
操
作
・
そ
の
他

募
集
人
数
　
３
人

賃
　
　
金
　
時
給
８
０
０
円
（
交

通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

そ

の

他
　
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
・
労
災
あ
り

提

出

物
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

・
小
論
文
５
０
０
字
程
度
、
テ
ー

マ
「
私
の
考
え
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」

申
込
方
法
　
９
月
６
日
㈫
ま
で
に

提
出
物
を
持
参
の
う
え
、
住
民
協

働
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
　
住
民
協
働
課

☎

３
６
１

　　
10
月
か
ら
勤
務
で
き
る
臨
時
保

育
士
と
時
間
外
保
育
士
を
そ
れ
ぞ

れ
１
人
ず
つ
募
集
し
ま
す
。

条
　
　
件
　
保
育
士
証
を
お
持
ち

の
方

賃
　
　
金
　
時
給
１
，
０
０
０
円

（
交
通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

勤
務
時
間
　
①
臨
時
保
育
士
　
８

時
30
分
〜
17
時
15
分

②
時
間
外
保
育
士
　
７
時
〜
８
時

30
分
、
16
時
30
分
〜
19
時
　

申
込
方
法
　
９
月
16
日
㈮
ま
で
に

岩
橋
保
育
園
へ
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
岩
橋
保
育
園

☎
（
４
９
６
）
１
６
２
５

国民年金保険料の納付は
口座振替が便利でお得です

自営業などのみなさん !
国民年金基金に加入しませんか
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次
の
施
設
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

中
央
公
民
館

酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

井
戸
端（
交
流
サ
ロ
ン
）

岩
橋
保
育
園



　
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
、
そ
の
場
で
参
加
で

き
る
種
目
も
多
種
あ
り
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
９
日
㈰
　

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
種
目
の
み

実
施
し
ま
す
。

会
　
場
・
実
施
種
目

【
酒
々
井
中
学
校
体
育
館
】

★
第
24
回
青
少
年
相
談
員
杯
ふ
れ

あ
い
綱
引
き
大
会
、
親
子
ド
ッ
チ

ビ
ー
大
会
、
体
力
測
定
、
昔
の
遊

び
体
験
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
酒
々
井
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会

【
酒
々
井
小
学
校
体
育
館
】

★
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
、
★
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
大
室
台
小
学
校
体
育
館
】

★
バ
ド
ポ
ン
大
会

※
種
目
名
の
前
に
★
印
が
付
い
て

い
る
種
目
は
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

申
込
方
法
　
参
加
希
望
の
方
は
９

月
28
日
㈬
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
そ
れ
以
外
の
種
目
に
つ

い
て
は
、当
日
申
込
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

体
育
班
☎

３
２
３
・
３
２
４

　　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
12
日
㈯

　
　
　
　
８
時
15
分
か
ら
受
付

会
　
場
　
し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

対
　
象
　
千
葉
県
内
に
居
住
す
る

18
歳
以
上
の
方

定
　
員
　
２
４
０
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費
　
１
，５
０
０
円（
プ
レ
ー

費
等
　
申
し
込
み
時
に
集
金
）

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
し
す
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
申
込
用
紙
は
、
社
会
教

育
課
・
し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

申
込
開
始
　
９
月
９
日
㈮

競
技
方
法
　
男
女
別
個
人
戦
36
ホ

ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

表
　
彰
　
男
女
別
１
位
〜
８
位
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

体
育
班
☎

３
２
３

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
集
団
活

動
を
通
じ
て
協
力
・
協
調
の
精
神

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地

域
の
つ
ど
い
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時
　
10
月
16
日
㈰
　

９
時
〜
14
時
（
雨
天
決
行
）

※
役
場
か
ら
会
場
ま
で
の
送
迎
車

が
８
時
30
分
に
発
車
し
ま
す
。

会
　
場
　
八
街
市
立
実
住
小
学
校

内
　
容
　
野
菜
の
収
穫
体
験
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー

対
　
象
　
印
旛
地
区
内
の
小
学
校

５
・
６
年
生
の
男
女

持
ち
物
等
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
保

険
証
の
写
し
、
帽
子
、
軍
手
、
着

替
え
（
必
要
に
応
じ
て
）

募
集
人
数
　
５
人
程
度

申
込
期
限
　
９
月
16
日
㈮

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

教
育
課
社
会
体
育
班
☎

３
２
４

　皆さんの長寿を祝い、「老人福祉大会」

を開催します。

　大会では、88歳の方をお祝いする式典と

老人クラブの方々による演芸会を開催しま

す。

　大会にご招待するのは75歳以上の方で、

招待状（はがき）を郵送しました。

日　時　９月19日㈪「敬老の日」

　　　　９時30分～12時

会　場　プリミエール酒々井文化ホール

※駐車場は、役場駐車場をご利用ください。

問い合わせ　健康福祉課福祉班☎ １３３

おいでください

老人福祉大会

広告

 http://www.narita-unso.co.jp/

①入出庫作業及び対面点呼（契約社員）
　資格／床上式クレーン・玉掛け・運行管理者
　時間／８：００～１７：００　　休日／日・祝・他
　月給／１６０，０００円　※試用期間１カ月有
　待遇／制服貸与、交通費全額支給、車通勤可

②生産作業及び入出庫作業（パート）
　資格／床上式クレーン・玉掛け
　時間／８：００～２２：００の間で８時間程度
　                                                         ※交替制
　休日／日・祝・他　　時給／８００円～１,０００円
　待遇／制服貸与、交通費全額支給、車通勤可

勤務地／酒々井営業所（酒々井町伊篠大山）
応　募／下記まで電話連絡の上、履歴書
                （写真貼付）持参でご来社下さい。

受　 付／０１２０－５４－０１８１

成田運送株式会社契約社員・パート募集

≪入出庫作業及び対面点呼、生産作業及び入出庫≫
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スポーツの秋を満喫しよう

第6回町スポーツ・レクリエーション祭

第
３
回
酒
々
井
町
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

印
旛
地
区
少
年
の
日

地
域
の
つ
ど
い

大
会
で
友
達

つ
く
ろ
う



旬の食材を使った

季節の料理を
食卓へ

　谷津の最
さいおうぶ

奥部や崖
がいせん

線から湧出する湧き水は、昔から住民の生活を支える飲

み水や農業用水として活用されてきましたが、近年水道の普及や湧き水に頼

らない稲作になり自然環境の変化を映す湧水の大切さが忘れられています。

　湧き水の水質調査や動植物調査・記録等を活用して、児童の環境教育や公

民館事業への協力および県・環境関連団体の活動への参加や他市町村の湧水

見学等の活動を通して、酒々井の素晴らしい自然を広報しています。

このコーナーに関する問い合わせ　住民協働課☎ ３６１

活
動
団
体
紹
介
⑰

酒々井町湧き水保存会　郷土の自然環境を湧き水を通して考察し、湧水の保全と保存を図る会

　
隣
保
館
で
は
、
四
季
折
々
の
料

理
づ
く
り
を
通
し
て
、
参
加
さ
れ

る
皆
さ
ん
の
交
流
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
魚
や
キ
ノ
コ
を

使
い
秋
ら
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
11
日
㈰

　
　
　
　
９
時
〜
13
時

会
　
場
　
隣
保
館

講
　
師
　
小
別
當
ひ
ろ
子
さ
ん

参
加
費
　
５
０
０
円
程
度
（
材
料

代
）
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

定
　
員
　
12
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
１
日
㈭
の
９
時

か
ら
電
話
で
隣
保
館
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
隣
保
館
☎
（
４
９

６
）
１
１
０
７

　
体
育
の
日
に
テ
ニ
ス
を
楽
し

み
、
良
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
、
中
級
者
歓
迎
で
す
。

日
　
時
　
10
月
10
日
㈪

８
時
30
分
集
合
　
９
時
試
合
開
始

※
雨
天
中
止

会
　
場
　
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
　
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
お
よ

び
Ｓ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
会
員
で
高
校
生
以
上

競
技
種
目
　
初
級
、
中
級
、
一
般

に
分
け
て
の
ダ
ブ
ル
ス
戦
ゲ
ー
ム

先
取
、
セ
ミ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
方

式参
加
費
　
無
料
（
昼
食
・
飲
み
物

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
　
原
則
と
し
て
ペ
ア
で

の
申
し
込
み
で
す
。
個
人
で
も
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ま
す
が
、
そ

の
場
合
ペ
ア
は
大
会
本
部
で
決
定

し
ま
す
。

　
申
込
時
に
氏
名
、
住
所
ま
た
は

勤
務
先
、
電
話
番
号
お
よ
び
参
加

ク
ラ
ス
（
一
般
ま
た
は
初
中
級
）

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
９
月
25
日
㈰

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
体
育

協
会
テ
ニ
ス
専
門
部
　
今
井

☎
（
４
９
６
）
２
０
７
５

　
町
の
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、

「
第
１
回
ふ
く
し
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
収
益
金
は
、
町
の
地
域
福
祉
活

動
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
22
日
㈯

　
　
　
　
９
時
開
始（
雨
天
決
行
）

会
　
場
　
し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

競
技
方
法
　
男
女
別
個
人
戦
36

ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

定
　
員
　
１
７
０
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費
　
２
，０
０
０
円（
プ
レ
ー

費
、
賞
品
代
等
）

表
　
彰
　
男
女
別
１
位
〜
５
位
、

ラ
ッ
キ
ー
賞
、
Ｂ
Ｂ
賞
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
賞
、
参
加
賞

申
込
期
限
　
10
月
３
日
㈪

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
参
加
費

を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

　
町
心
身
障
害
者
福
祉
会
で
は
、

町
内
在
住
の
障
害
者
の
方
々
の
交

流
を
図
る
た
め
、
親
睦
旅
行
を
行

い
ま
す
。
福
祉
会
に
入
会
さ
れ
て

い
な
い
障
害
者
と
そ
の
ご
家
族
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
を
用
意
し
ま

し
た
の
で
、
車
い
す
の
方
も
参
加

で
き
ま
す
。

期
　
日
　
10
月
６
日
㈭

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
前

行
き
先
　
箱
根
方
面

参
加
費
　
会
　
員
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
非
会
員
６
，
０
０
０
円

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
社
会
福
祉
協

議
会
と
役
場
健
康
福
祉
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
公
民

館
・
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
・
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容

等
は
そ
ち
ら
で
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

日
　
時
　
９
月
３
日
㈯

16
時
〜
18
時
（
雨
天
決
行
）

内
　
容
　
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
、

お
面
等
）、
バ
ザ
ー
、
民
族
楽
器

演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

問
い
合
わ
せ
　
中
央
保
育
園

☎
（
４
９
６
）
１
２
７
４

みんなで
祭りを
楽しもう !

H23.  9.  1 11

隣
保
館
料
理
教
室

町
民

テ
ニ
ス
大
会

ふ
く
し
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

心
身
障
害
者
福

祉
会
親
睦
旅
行

中
央
保
育
園
〜
わ
ん
ぱ
く
祭
り
〜

（
父
母
の
会
主
催
）



決勝戦で惜しくも敗れ準優勝となったサッカーチーム

　
印
西
市
を
主
会
場
に
印
西
地
区

の
各
市
町
で
「
第
62
回
印
旛
郡
市

民
体
育
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
は
15
競
技
21
種
目
に
選
手
・

役
員
を
含
め
約
２
３
０
人
が
そ
れ

ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
が
準
優
勝
す
る
な
ど

各
競
技
で
活
躍
し
、
総
合
７
位
、

町
の
部
で
は
優
勝
と
健
闘
し
ま
し

た
。

　
上
位
入
賞
団
体
お
よ
び
個
人
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

準
優
勝
　
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子

第
３
位
　
剣
道
、
柔
道
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
女
子

【
個
人
の
部
】

優
　
勝
　

高
校
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル

横よ
こ

田た

　
快か

い

さ
ん

準
優
勝

一
般
男
子
１
，
５
０
０
メ
ー
ト
ル

鈴す
ず

木き

　
堅け

ん

志し

さ
ん

30
歳
代
男
子
１
，５
０
０
メ
ー
ト
ル

清し

水み
ず

　
崇た

か

雄お

さ
ん

40
歳
代
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

戸と

村む
ら

　
賢け

ん

治じ

さ
ん

高
校
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

山や
ま
な
か中

　
萌も

え

さ
ん

共
通
女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

鈴す
ず

木き

　
翠

み
ど
り

さ
ん

共
通
女
子
３
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル

亀か
め
や
ま山

　
理り

さ沙
さ
ん

共
通
女
子
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル

髙た
か

木ぎ

　
保ほ

の

か

乃
加
さ
ん

天て
ん

神じ
ん

林
ば
や
し

　
舞ま

い

子こ

さ
ん

山や
ま
な
か中

　
萌も

え

さ
ん

倉く
ら

重し
げ

　
汐し

お

里り

さ
ん

広告
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第
62
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会

サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
が
準
優
勝



　８
月
10
日
か
ら
千
葉
ポ
ー
ト
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
36
回

関
東
中
学
校
剣
道
大
会
」
に
酒
々

♦ 

俳

　句

♦ 

短

　歌

波
音
を
聞
き
つ
つ
端
居
し
て
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　横
山

　陽
子

大
の
字
に
寝
て
の
句
作
や
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丸
山

　悦
子

木
洩
れ
日
の
中
の
神
木
夏
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
村

　良
靖

も
て
な
し
は
会
津
訛な
ま
り

の
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴
木

　遊
琴

海
兵
の
頃
の
遠
泳
桜
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　齋
藤

　応
仙

名
水
に
人
の
列
な
す
夏
山
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
泉

　静
枝

紫
陽
花
の
玉
そ
む
き
つ
つ
寄
り
添
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　髙
木

　元

雨
上
り
陽
射
し
は
じ
い
て
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　正
井

　和
子

老
僧
の
声
消
し
去
り
し
夏
の
瀧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　荒

　
　裕
子

青
葉
若
葉
溢
る
る
公
園
に
子
供
等
の
声
賑に
ぎ
に
ぎ々

し
く
空
に
響
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　正
井

　和
子

蚊か

や

つ

帳
吊
り
て
蛍
放
ち
し
も
遥
か
な
り
今
の
現
う
つ
つ

に
蚊
帳
は
見
る
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　康
子

夏
雲
の
白
さ
目ま

ば

ゆ映
く
迫
り
来
ぬ
激げ
き
し
ょ暑

の
道
に
陽か
げ
ろ
う炎

燃
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　近
藤

　教
子

携け
い
た
い帯
の
ア
ド
レ
ス
帳
を
繰
り
お
れ
ば
ま
だ
残
り
お
り
亡
き
友
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
辺

　昭
子

凌の

う

ぜ

ん

か

霄
花
の
花
透
き
通
す
朝あ
さ
か
げ光

に
蠢
う
ご
め

く
蟻あ
り

の
影
一
つ
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹
下

　康
子

　社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
金
銭
）

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　５
千
円

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　１
千
円

井
中
学
校
剣
道
部
の
吉よ

し
だ田
絵え

な奈
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　吉
田
さ
ん
は
強
豪
剣
士
が
多
数

ひ
し
め
く
千
葉
県
大
会
で
堂
々
の

個
人
戦
第
３
位
と
な
り
、
酒
々
井

中
学
校
剣
道
部
に
お
い
て
初
の
関

東
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。

　８
月
３
日
に
は
、
小
坂
町
長
と

東
條
教
育
長
か
ら
大
会
出
場
を
前

に
熱
い
激
励
を
受
け
、
10
日
か
ら

行
わ
れ
た
大
会
本
番
で
は
、
酒
々

井
町
代
表
の
剣
士
と
し
て
、
気
合

い
の
入
っ
た
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

酒
々
井
中
学
校
剣
道
部
の

吉
田
さ
ん
が
関
東
大
会
出
場

（
家
族
か
ら
一
言
）

マ
マ
の
言
う
事
、
良
く
聞
い
て
ね
。

（
単
身
赴
任
の
パ
パ
よ
り
）

青木　瀬菜ちゃん（東酒々井）
　　　　＜平成20年8月25日生まれ＞

210

せ  な

あ
り
が
と
う

吉田さん（左から2人目）、顧問の米元
先生（左から3人目）と町長、教育長

映画会には295人が参加しました

　「
地
球
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

『
環
境
を
考
え
る
映
画
会
』
が
６

月
15
日
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　こ
の
映
画
会
は
「
町
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
」
が
主
催

し
「
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

施
行
者
協
議
会
」
か
ら
の
助
成
を

受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は

「
も
っ
た
い
な
い
」「
て
ぃ
だ
か
ん

か
ん
」
が
２
回
ず
つ
上
映
さ
れ
ま

し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
は

ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
き
れ
い
な
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
」「
今
あ
る

も
の
を
大
事
に
し
て
簡
単
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け

が
大
き
な
力
に

「
環
境
を
考
え
る
映
画
会
」
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　国
で
は
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
と
し
て

乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
の

受
診
率
の
向
上
お
よ
び
が
ん
の
早
期
発
見
を

目
的
に
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を

該
当
年
齢
の
方
に
配
布
し
ま
す
。

　対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
中
旬
に
町
か

ら
個
別
に
通
知
文
と
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し

ま
す
。

　こ
の
機
会
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用

し
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対

　象

　町
内
在
住
で
次
の
年
齢
に
該
当
す

る
方

20
歳
（ 

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

25
歳
（ 

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

30
歳
（ 

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
昭
和
56
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

35
歳
（ 

昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
昭
和
51
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

40
歳
（ 

昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
昭
和
46
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

40
歳
（ 

昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
昭
和
46
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

45
歳
（ 

昭
和
40
年
４
月
２
日
〜
昭
和
41
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

50
歳
（ 

昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
昭
和
36
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

55
歳
（ 

昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
昭
和
31
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

60
歳
（ 

昭
和
25
年
４
月
２
日
〜
昭
和
26
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

※ 

検
診
を
受
け
ず
に
転
出
さ
れ
る
方
は
、
転

出
先
の
市
町
村
で
ク
ー
ポ
ン
券
の
交
換
を

し
、
転
出
先
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

転
入
さ
れ
た
方
で
、
ま
だ
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
前
住
所
の
ク
ー
ポ
ン
券

か
、
氏
名
や
年
齢
の
確
認
で
き
る
物
（
保

険
証
・
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

対

　象

　40
歳
以
上
（
昭
和
47
年
３
月
31
日

以
前
生
ま
れ
）
の
方

※ 

以
前
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
方

お
よ
び
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は

こ
の
検
診
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
期
間

　９
月
１
日
㈭
〜
12
月
31
日
㈯

受
診
方
法

　９
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
診
票
を
郵
送
し

ま
す
の
で
受
診
票
を
持
参
し
、
町
内
委
託
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

今
年
度
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
に
な

る
方
に
は
、
８
月
に
受
診
票
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

※ 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
特
定
健
康
診

査
と
同
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

費

　用

　無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　保
健
セ
ン
タ
ー

（
４
９
６
）
８
４
５
３

　「
隠
す
」
認
知
症
か
ら
「
共
に
生
き
る
」

認
知
症
へ
。
早
期
発
見
や
予
防
に
役
立
つ
講

演
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

講

　師

　町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

日

　時

　９
月
６
日
㈫

　10
時
〜
12
時

費

　用

　無
料

持
ち
物

　筆
記
用
具

申
込
方
法

　９
月
５
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

定

　員

　30
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ

　保
健
セ
ン
タ
ー

　地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
た

い
と
の
想
い
か
ら
、
成
田
赤
十
字
病
院
が
開

催
し
て
い
る
講
座
で
す
。

日

　時

　９
月
29
日
㈭

　14
時
〜
15
時
30
分

（
13
時
30
分
開
場
）

※ 

今
後
の
開
催
予
定
は
〈
表
１
〉
の
と
お
り

で
す
。

講

　師

　印
旛
地
区
助
産
師
会
、
下
総
放
射

線
技
師
会

会

　場

　成
田
赤
十
字
病
院

　Ａ
棟
８
階

「
講
堂
」

定

　員

　１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

費

　用

　無
料

申
込
方
法

　成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課
に
電

話
ま
た
は
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
病
院
内
で
申
し
込
む
場
合
は
Ｇ

棟
１
階
社
会
課
16
番
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　成
田
赤
十
字
病

院
社
会
課

　〒
２
８
６
‐
８
５
２
３

　成
田

市
飯
田
町
90
‐
１

　☎
０
４
７
６
（
２
２
）

２
３
１
１

　７
５
０
２ 

子
宮
頸
が
ん
検
診（
女
性
の
み
）

乳
が
ん
検
診（
女
性
の
み
）

大
腸
が
ん
検
診（
男
性
お
よ
び
女
性
）

14

成
田
赤
十
字
病
院
市
民
公
開
講
座

〈表１〉今後の予定

※今後の予定の詳細は成田赤十字病院社会課にお問い合わせください。

「
が
ん
検
診
」
の

　
　
　無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

検
診

「
更
年
期
の
過
ご
し
方
」

開催日 講　師 演　題

10月28日㈮
心臓血管外科部長
飯田　浩司医師

心臓血管外科はここまでで
きる

11月24日㈭
第一小児科部長
角南　勝介医師

子供の急病と対応

１月25日㈬
第一脳神経外科部長
中村　道夫医師

くも膜下出血の予防と早期
発見

２月24日㈮
腎臓内科部長
大橋　弘文医師

血尿・尿蛋白と腎疾患検診
で尿異常を指摘されたら

「
光
り
輝
く

　未
来
の
た
め
に
」
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※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0〜15歳まで）
日時

場所　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
◎成田市急病診療所
場所　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時 日曜・祝日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時
日曜・祝日

歯 科 10時～17時

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき
ジフテリア破傷風混合・日本脳炎

委託医療機関で
実施中

日 内　　　容 時　間

6日㈫
乳
児
相
談

10か月児Ｈ22.10月生 10時～11時

4か月児Ｈ23.4月生 13時30分～14時30分

8日㈭
22日㈭
29日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

27日㈫
3歳児健康診査

H20.2月生・H20年3月生
受付時間

12時45分～13時15分

毎週月曜日 健康相談 9時30分～11時

　月〜土曜日 　19時～翌日６時

　日曜日・祝日 　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

　
震
災
で
被
災
し
た
方
、
災
害
時
に
支
援
に

あ
た
る
方
お
よ
び
一
般
の
住
民
の
方
を
対
象

に
、
災
害
に
遭
っ
た
と
き
の
心
身
の
反
応
や

そ
の
対
処
方
法
が
学
べ
る「
心
の
健
康
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
被
災
し
た
方
や
そ
の
支
援

活
動
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
、
精
神
的
に

不
安
定
に
な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
相
談

員
が
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
16
日
㈮
　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

会
　
場
　
印
旛
合
同
庁
舎
内
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
２
階
大
会
議
室

内
　
容
　
①
講
演
「
震
災
等
災
害
時
の
心
身

の
反
応
に
つ
い
て
（
そ
の
症
状
と
対
応
）」

講
師
　
成
田
赤
十
字
病
院
精
神
神
経
科

斎
賀
　
孝
久
医
師

②
相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談（
完
全
予
約
制
、

１
ケ
ー
ス
30
分
）

対
　
象
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

（
酒
々
井
町
・
栄
町
・
成
田
市
・
佐
倉
市
・

四
街
道
市
・
八
街
市
・
印
西
市
・
白
井
市
・

富
里
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

定
　
員
　
①
の
講
演
は
１
０
０
人
　
②
の
個

別
相
談
は
３
人
（
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
福
祉
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
印
旛
保
健
所
）
地
域
保
健
福
祉
課
☎

（
４
８
３
）
１
１
３
６

　
国
で
は
、
先
の
大
戦
で
外
地
等
（
事
変
地

の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方
で
慰
労
給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
ら

な
い
方
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

　
書
状
の
贈
呈
は
請
求
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
総
務
省
大
臣
官

房
総
務
課
管
理
室
に
請
求
書
類
を
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務

省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
業
務
担
当
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限
　
平
成
25
年
３
月
31
日
（
請
求
期

限
が
２
年
延
期
さ
れ
ま
し
た
）

請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
省
大
臣
官
房

総
務
課
管
理
室
業
務
担
当
　
〒
１
０
０
‐

８
９
２
６
　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
‐

１
‐
２
　
☎
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
９
０

あなたが
　　誰かを救えます！
献血にご協力ください

日　時　9月27日㈫

13時30分～16時

会　場　役場中央庁舎１階会議室

※今回の献血は200・400ミリリッ

トルです。
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心
の
健
康
教
室

慰
労
給
付
金
の
支
給
対
象
に
な

ら
な
い
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す



納付期限
　   9月30日㈮まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第 3 期
第 3 期
第 3 期

9月の

　県眼科医会会員が目の健康について
の相談にお答えします。
日時　10月10日㈪　9時～ 16時
相談電話番号　（２４２）４２７１
※当日のみ、事前申し込み不要
主催・共催　県眼科医会・県医師会
問い合わせ　県眼科医会事務局☎（２
７５）２３５４

日時　10月8日㈯　13時～ 16時
会場　市川市文化会館大会議室（市川
市大和田1-1-5）
講演　①千葉県がんセンター長　中川
原章氏による「現在のがん治療とその
予防について」、②千葉県立東金病院
皮膚・排泄ケア認定看護師　鈴木由加
氏による「がん治療に関連する皮膚の
かかわりについて」　
参加費　無料
問い合わせ　千葉県オストミー協会

（月・火・金）☎（３０９）７５７１

【手話学習会】

①日時　９月３日㈯　13時30分～16時
会場　佐倉市中央公民館
②日時　９月20日㈫　13時30分～16時
会場　四街道市総合福祉センター
参加費　無料（初めての方は教材費
1,000円が必要です）
【手話サロン】

日時　９月16日㈮　13時30分～ 16時
会場　社会福祉協議会２階
※筆談を交えながら手話で話す練習を
します。駐車場はありません。
【談話会】

日時　９月25日㈰　13時30分～ 16時
会場　八街市中央公民館
参加費　無料　申込不要
※耳の不自由な方、そのご家族や友人
知人、どなたでも参加できます。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会印旛香取事務所事務局
板倉☎０９０（５３０２）０３８５

（４６１）６５３３

　歌の好きな人歓迎します。気軽にお
越しください。
活動日時　第２・第４水
曜日　９時～ 12時
会場　中央公民館
問い合わせ　小関☎（４９６）０２７２

【活動内容】★防犯情報の発信

★防犯パトロール★防犯キャンペーン

★学童のガード★会員の親睦

申し込み・問い合わせ　　
佐藤☎（４９６）４１３１
勝間☎（４９６）７００２

　９月定例議会は９月６日㈫から９日
間の会期で開催される予定です。
問い合わせ　議会事務局☎ ２５２
 

オストメイト特別医療講演会

傍聴しませんか。9月定例議会
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「目の愛護デー」無料電話相談 中途失聴・難聴者のみなさんへ 仲間になりませんか
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酒々井歌謡教室梅花会員募集

「ブルドックス」会員募集



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（７時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

時間　9：00～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
※子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（９月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

親子で体操
身体測定 14日㈬

親子で体操 7日㈬

乳幼児と保護者パネルシアター 14日㈬

身体測定 21日㈬

　町の活性化を図ることを目的として
中央公民館を利用する各フラダンス
サークルやウクレレサークルを中心にハ
ワイアンフェスティバルを開催します。
日時　９月４日㈰　
　　　開場12時30分、開演13時
会場　プリミエール酒々井文化ホール
定員　３５０人（先着順）
入場　無料
主催　町ハワイアンフェスティバル実
行委員会
後援　ハワイ州観光局、町、教育委員
会、社会福祉協議会
出演者　酒々井フラサークル・水曜ク
ラス・木曜クラス、レフアの会、フラ・
プアレイ・オナオナ、ココナッツ・リー
ブス、ココナッツ・アイランドしすい
ウクレレサークル
問い合わせ　吉田☎（４９６）３１７２

　酒々井歌謡連合会は、今年から『房
総歌唱連合会』として新しいスタート
を切りました。諸先生や演奏者も多彩
です。ぜひお越しください。
日時　９月11日㈰
　　　開場９時30分、開演10時
会場　プリミエール酒々井文化ホール
定員　３５０人（先着順）
入場　無料（先着150人に記念品を差
し上げます）
講師　石田俊夫、井岡敏男、野本正義、
星野圭子、松本久美子、テナーサック
ス：土谷和男
問い合わせ　房総歌唱連合会長　
平賀一広☎（４９６）１８１５

　印旛郡市にある小中学校の子どもた
ちによる理科作品の中から選ばれた優
秀作品（科学論文・工夫作品・標本）
を展示する展覧会です。
日時　９月24日㈯　９時～ 16時

（入場は15時30分まで）
会場　印旛教育会館（入場無料）
問い合わせ　四街道小学校内理科研究
部事務局☎（４２２）２７２６

　印旛特別支援学校についての説明、
施設見学、授業参観等を行います。
日時　９月20日㈫　９時50分～ 12時
会場　千葉県立印旛特別支援学校（印
西市平賀1160-2）
申込期限　9月13日㈫
申し込み・問い合わせ　印旛特別支援
学校　担当：田中、鈴木☎０４７６（９
８）２２００、 ０４７６（９８）０９６９

　ゴルフを楽しみながら、復興への思
いを重ね、『がんばろう！日本』のエー
ルを送るべくゴルフ大会を開催します。
期日　10月20日㈭　※雨天決行
会場　神崎カントリー倶楽部（神崎町）
参加費　3,000円
プレー費　10,000円
申し込み　詳細については、９月11日
㈰の新聞に申込用紙を折り込みます。
申込締切　９月30日㈮
問い合わせ　町商工会　担当：平野、
根本☎（４９６）００６３

問い合わせ　自衛隊成田地域事務所
☎０４７６（２２）６２７５　

募集科目　①NC機械加工科（1年間）
　　　　　②自動車整備科（2年間）
募集期間　9月26㈪～ 10月7日㈮
選考日　10月17日㈪
合格発表　10月24日㈪
申し込み・問い合わせ　千葉県立旭高
等技術専門校（旭市鎌数5146）
☎０４７９（６２）２５０８
※校内見学大歓迎です

試験日　平成24年1月14日㈯
試験会場　千葉県労働者福祉センター

（千葉市中央区千葉港4-4）
受験資格　平成4年1月15日以前に生
まれた方で、修学歴、下水道排水設備
工事に関する職歴により一定の経験年
数等を有する方
申込書配布期間　9月1日㈭～ 10月14
日㈮ （土・日・祝日を除く）
申込書配布場所・問い合わせ　千葉県
下水道協会事務局☎（２４５）６１１２

第59回印旛郡市理科作品展

印旛特別支援学校「学校公開」

旭高等技術専門校入校生徒募集

「夢と希望の歌声ひろば」 商工会・体育協会ゴルフ専門部
共催・教育委員会後援

「東日本大震災復興支援ゴルフ
フェスタ・しすい」

【自衛官募集】

応募対象 応募資格 受付期間

看護学生
高卒（見込含）
24歳未満の方 9月5日㈪～

9月30日㈮防衛大学校
学生

高卒（見込含）
21歳未満の方

防衛大学校
（推薦）

高卒（見込含）
21歳未満の方

9月5日㈪～
9月8日㈭

防衛医科
大学校学生

高卒（見込含）
21歳未満の方

9月5日㈪～
9月30日㈮陸上自衛官

（看護）

看護士免許を有
し、保険師・助産
師免許を有する
方（見込含）で36
歳未満の方

H23.  9.  1 17

催 　 し お 知 ら せ

日時　８月９日㈫、23日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣ 日時　９月13日㈫、27日㈫

　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

第3回酒々井町ハワイアン
フェスティバル

平成23年度下水道排水設備
工事責任技術者共通試験



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

休日窓口開庁日　25日（日）8:30 〜 12:00

【住民課】�住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】�納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）

プリミエール酒々井休館日 9月5・12・20・26・27日 問（496）8681

15日（木）図書館のみ休館図書館館内整理日 問（496）8682
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東日本大震災義援金にご協力ください

　町と社会福祉協議会では、日本赤十字社の義援
金受け付けを９月 30 日㈮まで行っています。
【主な募金方法】
・����直接お越しいただく場合　健康福祉課、社会福
祉協議会窓口で受け付けています。
・郵便振替　郵便局窓口での取り扱いの場合は、
振替手数料は免除されます。
問い合わせ　健康福祉課☎　１３３
　　　　　　社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
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9月

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

1㈭ 防災の日 2

3㈯ 中央保育園「わんぱくまつり」 11

8㈭ おはなし会（15時30分～図書館）

10㈯ 下水道の日 7

11㈰
隣保館料理教室

町民ソフトボール大会

11

8月号8

12㈪ 特別児童扶養手当現況届提出期限 8月号6

19㈪ 老人福祉大会 10

20㈫ 動物愛護週間（～26日） 7

21㈬ 秋の全国交通安全運動（～30日） 6

25㈰ おはなし会（15時～図書館）

やきそばやとん汁などが無料で振る舞われました

太鼓の演奏で会場を盛り上げた「酒々井太鼓」




